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平成２９年度橿原市一般廃棄物処理事業（報告） 

 

 平成２９年度の橿原市一般廃棄物処理事業について、以下のとおり報告します。 

 

１．処理状況 
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本市の平成２９年度における廃棄物の排出量・処理量は以下のとおりとなりました。 

家庭生活から排出された廃棄物と、事業に伴って排出された廃棄物を合わせた全体の排出量（総排出量）は

４３，４８４ｔであり、これは年度当初に策定した実施計画の計画量と比べ、約６００ｔ下回る結果となりました。 
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 廃棄物の種類別に排出量の経年変化を見ると全体的に減少傾向にあり、平成２８年度と比べると総排出量では約２００ｔ減少しまし

た。 

 総排出量をその年度の人口と日数で除した値（１日一人あたりのごみ排出量）は、平成２９年度は９７２ｇ/人・日となり、平成２８年度と

比べると１ｇ増加し、全国平均（９２５ｇ/人・日）と比べると４７ｇ上回る結果となりました。  
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 ● 平成２９年度における廃棄物排出量の計画量と実績量の比較  ● 廃棄物種類別の排出量の経年変化（平成２５年～２９年） 

                              （g/人・日） 

 家庭系 事業系 集団回収 全体 

全国※ 598 278 49 925 

橿原市 578 346 48 972 

差（橿原市―全国） -20 +68 -1 +47 

              ※全国の値は平成２８年度一般廃棄物処理事業実態調査結果より引用 

総排出量の推移 １日一人あたりのごみ排出量の推移 

１日一人あたりのごみ排出量の全国平均との比較 

上段：計画量(t)
下段：実績量(t)

家庭系 事業系 
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２．施策の進捗状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

リサイクルフェアや各種教室等を通じて、リ 

サイクルの周知及び環境に配慮した取り組み 

を促進しています。 

  

 

購入費用の一部を助成し、ごみの減量化 

及び再利用の促進に対する市民の意識の高 

揚を図っています。 

  

 

実施団体に対して回収した資源物の重量 

1kg あたり 5 円の報償金を交付しています。 

  

 

市が回収した不燃ごみ及び資源物を種別 

   ごとに分別・圧縮・梱包し、再生業者に売却 

または処理委託しています。 

 

  

 

ごみ焼却余熱を利用して発電しています。 

発電した電気はクリーンセンターかしはら施設 

内で使用し、余剰電力は電気事業者へ売却 

しています。 

  

  

    ごみ焼却余熱を利用して、クリーンセンター 

かしはら施設内の給湯のほか、近隣施設（シ 

ルクの杜）へ熱を供給しています。 

 

  

 

    事業系一般廃棄物を適正に処理するため、 

収集運搬業の許可・処分等の事務を適正に 

実施しています。 

  

 

    清掃車を適正に管理し、安全且つ効率的に 

   収集を行っています。 

     

  

     

パトロールや看板の設置など、不法投棄の 

予防措置を講じています。 

 

  

 

長期包括運営委託事業の運営形態により、 

安全且つ安定した施設運営を行っています。 

 

〈各処理施設の運営事業者〉 

・クリーンセンターかしはら ・・・ かしはらハイトラスト㈱ 

・リサイクル館かしはら ・・・ かしはらリサイクルサービス㈱ 

 

   H27 H28 H29 

リサイクルフェア等参加人数（人） 5,322 5,107 5,117 

各種教室のべ参加者（人） 853 717 739 

 

   H27 H28 H29 

処理機購入件数（件） 12 14 8 

補助金額（千円） 145 235 137 

 

   H27 H28 H29 

登録団体数（団体） ※2期のべ数 231 235 238 

資源物集団回収量（トン） 2,522 2,402 2,116 

 

   H27 H28 H29 

発電電力量（MWh） 22,110 20,760 20,607 

余剰電力量（MWh） 11,961 10,713 10,717 

余剰電力売却金額（千円） 238,992 187,607 174,625 

※ H29 の発電電力量は、約 6930 世帯の年間電力消費量に相当 

   H27 H28 H29 

施設内利用熱量（GJ） 1,060 1,107 1,167 

外部供給熱量（GJ） 1,398 2,720 3,672 

※ H29 の外部供給熱量は、家庭用浴槽の湯張り約 22 万回分に相当 

   H27 H28 H29 

許可業者数（社） 32 31 30 

搬入物検査違反率（%） 8 6 0 

 
   H27 H28 H29 

清掃車両台数（台） 59 59 59 

可燃ごみ収集量（トン） 21,878 21,395 20,992 

不燃物・粗大ごみ収集量（トン） 1,449 1,383 1,467 

資源ごみ収集量（トン） 2,453 2,267 2,230 

 

   H27 H28 H29 

不法投棄回収件数（件） 141 175 205 

不法投棄防止看板配布枚数（枚） 26 18 9 

 

（クリーンセンターかしはら） H27 H28 H29 

処理量（トン） 43,607 42,043 40,346 

突発故障による休止日数（日） 0 0 0 

    

（リサイクル館かしはら） H27 H28 H29 

処理量（トン） 4,967 4,635 4,784 

突発故障による休止日数（日） 0 0 0 

 

 
３．事業経費 
  

       平成２９年度一般廃棄物処理事業経費 

約 ２１ 億 ４，９００ 万円/年 

（総排出量 45,945 t → 1t あたり約 46,773 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（H27 年度： 約 21 億 4000 万円、 H28 年度：約 21 億 2800 万円） 

 

                           
       

   H27 H28 H29 

資源回収量（トン） 2,794 2,643 2,670 

資源化売却益（千円） 51,693 42,121 54,936 

 

（１）３Ｒの推進 

● リサイクル啓発事業 

● 家庭用生ごみ処理機購入補助事業 

● 再資源集団回収報償事業 

● 資源物処理事業 

（２）余熱利用の推進 

● 発電事業 

● 熱供給事業 

（３）収集運搬体制の整備 

● 収集運搬許可事業 

● 廃棄物等清掃事業 

（４）不法投棄対策の推進 

● 不法投棄対策事業 

（５）廃棄物処理施設の管理と保全の適正化 

● 施設維持管理事業 

 

34%

52%

5%
3%

6%

事業経費 （平成29年度）

収集運搬部門 中間処理部門 資源化部門 最終処分部門 その他

総額

73,100万円

111,600万円

10,200万円

13,900万円6,100万円

約21億4900万円

     

・廃棄物を収集し、処理施設へ運搬する経費 

約 ７ 億 ３，１００ 万円/年 

（収集運搬量 24,688ｔ → １ｔあたり約 29,600 円） 
 
    
 

・焼却処理、破砕処理に要する経費 

約 １１ 億 １，６００ 万円/年 

（処理量 42,760ｔ → １ｔあたり約 26,100 円） 

 

     

 

・資源物の選別・圧縮・保管に要する経費 

約 １ 億 ２００ 万円/年 

（資源化量 2,371ｔ → １ｔあたり約 43,000 円） 

     
     
 

・焼却灰や不燃残渣等の埋立処分に要する経費 

約 ６，１００ 万円/年 

（処分量 5,067ｔ → １ｔあたり約 12,000 円） 

収集運搬部門 

中間処理部門 

資源化部門 

最終処分部門 


